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１．はじめに 

都市交通で起こり得る様々な現象に対し解決策

を考えるには車の流れを把握する必要がある. ま

た信号や交差点により状態が常に変化する．そこ

で実測調査[1]とシミュレーションが重要になる[2]．交

通流を扱うシミュレータには大別してマクロモデル

とミクロモデルがある.マクロモデルは車の流れを

水などの流体と捉え,ミクロモデルは車両一台一

台の挙動を模擬し詳細に交通の流れをシミュレ

ーションする.本研究では,ミクロモデルの１つで

あるマルチエージェントシステムを用い,多摩境

駅付近の交差点の交通流を調査するとともに,過

去の卒研で基本試作されたシミュレータ[3,4]の基

本形を大幅に改良し,本格的なシミュレータにす

るとともに仮想空間上で多摩境駅付近の交差点

の交通流を模擬することを目的とする. 

 

２．マルチエージェントシステム 

エージェントは,自律的に動くソフトウェアのことで

あり,エージェント自身が周囲の環境や情報を得て,
状況に応じて判断や計算,通信などを実行する. 

マルチエージェントシステムとは複数のエージェ

ントからなるシステムのことをいう. 
 
３．調査 

H24 年 7 月 23 日 11 時 30 分頃から多摩境駅付

近の交差点をビデオカメラで 30 分撮影し,調査し

た. 

 
          図 1 調査した交差点 

図 1 は調査した交差点の移動方向 14 通りのル

ートマップである.調査の結果,全体で 1035 台が通

過した.内訳は直進が 634 台,左折が 211 台,右折が

190 台である.直進が最も多く,右折と左折はさほど

変わらない. 
 

４．簡易交通流シミュレータ 

基本試作されたシミュレータ[3,4]を第 1 次改良,第
2 次改良と施し,車エージェントを 44 通り用意した.
そのうち調査をした 14 通りの車エージェントの発生

台数は,調査のデータをプログラムに埋め込み反映

させた.それ以外の 30 通りの車エージェントは各ル

ートごとに上限を決め一様乱数で発生台数を求め

た.簡単なシミュレータではあるが,交通流の模擬を

行うための第 2 段階となった. 
 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 プログラムの実行結果 
車エージェントは直進・右左折をすることが可能 

である. 
 
５．おわりに 

シミュレータでは車エージェントは一定のスピー

ドだが,実際の車は加速減速をするため,さらなる改

良が必要である. 
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